カナダ・ミッション 婦人宣教師の視点から見た日加関係 : 東洋英和女学校 校長室のスクラップブック（一八八九―一九三八）をもとに（第51回関西学院史研究会）　 by 松本 郁子 & Ikuko Matsumoto
カナダ・ミッション 婦人宣教師の視点から見た日































































































ables 』 、 『赤毛のアン』の翻訳で知られ、児童文学作家、





























先生の本郷中央会堂での活動について 、会堂 年史などに詳しい ですが、アームストロング先生 会堂 運営ととも 社会事業研究室の新設、ミッション敷地内 「中央会堂寄宿舎」という 生のための寄宿舎を設置されるなど非常に中央会堂の発展に寄与されました。　
しかし一九二三年九月一日に発生した関東大震災により














を知ったのは、昨年カナダ合同教会のアーカイブズから入手した長野先生の一九六五年のスピーチ原稿からでした。本日はお話しする時間があまりないのですが、このスピーチは東洋英和と姉妹校、そしてカナダ合同教会とが戦後において宣教関係 見直していくことに関わる非常に重要な資料です。その中で長野院長が かにカナダ 教会、カナダ人宣教師から大きな献身を受けたかということを示すために言及されたのが、自分とアームストロング先生 関わりでした。　
引用しますと、 「私は学生時代、アームストロング師の
監督のもとに寮で居住し、あの方が教会の献堂式 晩に病に倒れるまで、教会の運営を安定させていく に見てきました。あの方ご自身とその生涯は私に多大な影響を及ぼし、私の人生の指針を決定づけまし 」と述べています。　
アームストロング先生と長野先生が出会った本郷中央会








一〇〇以上の学校があり、一〇万人を上回る学生が存在していたといいます。そ なかでも指導的立場にある東京帝国大学の真向か に中央会堂建設が計画され、のちのち日本社会でリーダーシップ 発揮してい であろう学生たちに照準を合わせ、キリスト教 布 ことが目的されました。　
カナダ・メソジスト教会は東京、静岡、山梨といった地








ションスクールが大きな転換を迫られ 時代に、長野先生は中央会堂でも東洋英和女学校でも非常に難しい時代の会計担当という、いわば教会 や学校運営 根幹に関わる大きな役目を負って たことになります。　
ここで男性ミッションと婦人ミッションについて確認し












学校は改組され、麻布学園となっていきます。私たちの東洋英和はよく麻布学園を兄弟校 思 たりるのですが、こうした経緯を見 と、実は関西学院のほうがむしろ兄弟校である
わけです。　
つまり関西学院の運営に関わる男性ミッションと東洋










































































いよいよ日本とカナダとが正式に国交を結ぶ時代に移り変わっていきますが、東洋英和はそこ ど よう 関わっていたのでしょうか。　
ブラックモアの時代というのは、いわばプライベートセ







































































り、しっかりと一九三一年に小学科のマーラー賞を山東初子さんが受けたこ が記録に残されていま 。同じノートにはマーラーが日本公使を退任する際のハミルトン校長へのメッセージカ ドも残されていました。　
こちらは一九三〇年の鎌倉でのカナダ合同教会の男
性、女性双方の宣教師 集まって 年次評議会の写真です。マーラー公使とカナダ人宣教師たちの交流は盛んだったようです。つまりそれはマ ラー公使の日本観、日本 歴史解釈に宣教師たちの見解が少なからず反映されていったという可能性を含んでいます。　
今でこそカナダ大使館などは多岐にわたる在日本のカナ















深い共感と好意から、日本の政治的・軍事的主導者たちが東アジアに危機をもた し、中国との戦争を企図していった動機を見分けられ くなっていった 指摘しています　
こうした難点からカナダでは宣教師の立場が危ういもの






















とって神社参拝が問題になっていきます。天皇統治体制のもと、国家によって形成された国家神道が振興さ ていきますが、それについてもカナダ人宣教師たちは神社参拝は宗教行為ではないという日本政府の見解を受け入れ アメリカ人宣教師や植民地のクリスチャンたちが命懸 の抵抗をしたのと対照的な行動を取ったというふうにも指摘されています。　
こうした先行研究の指摘を踏まえてみると、一九三九年




































ル先生にご紹介いただいたものですが 実はアイオンの先行研究でも引用されています。しかし、なぜかアイオンの著作では、検閲されるおそれが く書 れたという書簡の作成状況については言及されて らず、手紙の引用や解釈も部分的です。　
カナダ人宣教師たちは単純に楽天的で日本びいきだった









ンが校長を辞任し、新しく日本人男性が校長に就任しました。日中戦争も勃発 緊迫度を増し く日本社会の中で外国人宣教師が校長であ が不利であると判断したカナダ・ミッション、学校の理事会は、ハミルトンの解任を決定し、ハ ルトンもそれに従い、その後は一英語教師としての身分に甘んじました。　
一八八四年の学校創立以来、ずっとカナダ人婦人宣教師








































































なるかもしれませんがお聞きしたいと思います。資料のことですが、東洋英和女学院について『東洋英和女学院百年史』 『東洋英和女学院１２０年史』と女性の宣教師の先生方の物語（ 『カナダ婦人宣教師物語 ）を読んだのですが、その中で非常に感銘を受けたのは、私は大学史の方法として、社会史の方法が非常に有効だと考えていますので、その点からいいますと、たとえば、村岡花子が給費生であったと。つまり東洋英和女学校は、実際に創設直後は富裕層の子女がたくさん来たといわれていますが、その一方でかなり 社会的弱者といいますか、経済的 弱い人たちにも門戸を開放したということが受け取れるわけです。　
そういう意味でいくと、当時の学生の資料がどのぐらい
残っているのか。つまり入学願書であるとか あるいはその人たちが書いた資料み いなものが残って るかどうかということです。
　
このことについては『百年史』を見ましたら、日本では




ご質問ありがとうございます。 『百年史』 、 『１２０





入れながら学校が運営されていたということが東洋英和の教育の特徴として挙げられるかと思います。 こにはメソジストの研究をされ いらっしゃる先生方もいらっしゃるかと思いますが、社会事業であるとか、社会正義というものに敏感で、実践的 奉仕活動に尽力したメソジストの流れということから考えると、村岡花子を給費生 して受け入れ、教育の機会を与えてきた いうことは非常に学校の教育方針にかなったものであるかと思 ます。　
そして資料についてですが、現在、史料室には雑多ない
ろいろな年代の資料があるものを、前任者の酒井ふみよの時代から整備して、 集を作ると うよう ことをしてきました。お恥ずかしい話ですが、まだ資料目録が完備されてい せん そしてご多分 もれずといいますか、百年史編纂の後に、少し資料収集に対する関心が低くなっ しまい、百年史編纂のためせっかく集めた資料というものが、まと ったかたちで検索できるよう整備されてこなかったというような事情があります　
それで前任者の酒井の時代から、目録化であるとか、資

















いるのも小さなスクラップブックをもと した見解をただ並べているだけなので、他校様におけるような研究の深まりはまだまだとい のが東洋英和 現状です。そのために、本日もこちらにお邪魔して、諸先生方 ら ろいろな研究の視角をご指導 ただきたく、そうい 意味もあって今回の発表をさせていただいております。　
先ほど先生が最後のほうにおっしゃってくださった日本
のミッションスクールにおけるカナダ・メソジスト教会の宣教師の位置付けということで、先生が ろいろな学校状況を含めながらコメントしていた いたことが非常に私にとってはありがたく、逆にそうしたご教示をうか いたかった いう感じで今日も来ています。カナダの宣教師たちが天皇制と国際主義 バランスを取りながら 時局を見ていったというのが、先ほど紹介したハミルトンの見解などにも非常に近 も かと思います。
切実だったと思いますし、ベーツ先生が一九三三年に今のキリスト教学校教育同盟全体で、キリスト教主義の原理を作ろうと提案しました。ただ最終的に三七年、三八年にできたものは本当に国家主義寄りのものになっていくんですね。ベーツ先生の中 も天皇を大切に るということと、それから国際主義ということがきちんと謳われて ます。そういうバランスで出したものがだんだん削られて くというプロセスがある。　
私は全体としては日本におけるミッションスクールの中
では、かなり平和主義といったものを相対的には強く打ち出したかっこうではないかなと思っています。その辺、ちょっとおう がいした と思 ます。松本
　
神田先生、ありがとうございます。最初のほうのお






うに、日本メソジスト教会が初期の時代から皇国史観を取り入れながら日本のキリスト教を確立していったという前段階の下地もございますので、そういったものとベーツ先生が当時 キリスト教学校教育同盟にお て進めていこうとされていた論説との関連性もあるのかなと先生 お話をうかがいながら思いました。　
これから東洋英和においても戦時下の時代の研究という






皆さんは日加関係の話はまだ全然知らないの 、難しいところももしかしたらあったかなというふ には思いますが、大学に残されている資料の中にも日加関係に関連するものが出てくるということについて私からお話しすることもありませんので、い 勉強の機会にな のではないかと思っています。今日はどうもありがとうございました。
松本
　
先生方、ありがとうございました。今後ともご教示
いただければありがたいと思います。舟木
　
中身の濃いとても勉強になる時をありがとうござい
ました。松本先生に拍手をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（終了）
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